
令和４年度春日井市道風記念館運営協議会議事要旨 

 

１ 開催日時  令和４年６月２日（木）午前 10 時 00 分～午前 11 時 00 分 

 

２ 開催場所  道風記念館 展示室兼会議室 

 

３ 出 席 者  会 長 中村 強 

委 員 安達健治（会長職務代理者） 

    後藤清勝 

都築惠賢 

野田晴義 

    日比野典子 

三島清美 

    水谷栄太郎 

    山本祐子 

        文化スポーツ部長    上田 敦 

        文化・生涯学習課長   田中芳樹 

               課長補佐 伊藤英彦 

        道風記念館館長     倉知康雄 

             主査     鈴川宏美 

             主任     大矢翔太 

        傍聴者 なし 

 

４ 議  題  ⑴ 令和３年度事業報告について 

        ⑵ 令和４年度事業計画について 

        ⑶ その他 

５ 会議資料  ⑴ 令和３年度事業報告 

        ⑵ 令和４年度事業計画 

６ 会議内容 

⑴ 部長あいさつ 

 ⑵ 会長選出 

   委員の互選により、中村強委員が会長に選出された。 

 ⑶ 会長あいさつ 

 ⑷ 会長職務代理者指名 

会長により、安達健治委員が会長職務代理者に指名された。 

 ⑸ 議事 



７ 議事内容 

⑴ 令和３年度事業報告について 

   令和３年度事業について報告した。次のような質疑応答・意見があった。 

 

野田委員  ・展示、講座など、多くの企画をよくやっていただいている。  

      ・県下児童生徒席上揮毫大会作品展の観覧者数は。 

・道風記念館だよりの規格はＢ５だが、Ａ４などに変更しな

いのか。 

鈴川主査  ・県下児童生徒席上揮毫大会作品展の観覧者数は 1495 名。 

・道風記念館だよりの規格変更については何度か検討してい

るが、創刊号から変更がなく、度々まとめた冊子を制作し

ていることもあり、統一した規格がよいと判断した。 

後藤委員  ・ワークショップ「はじめてのふで」は非常によい講座であ

る。そのような内容の事業が増えるとよい。市内の小学校

には書の指導員がいる。文化・生涯学習課と教育委員会が

連携し、書の指導員を活用した出張講座などを開催できる

とよい。 

   水谷委員  ・ホームページに展示に関する解説動画があがっているが、

どのように制作したのか。 

   鈴川主査  ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講演会や展示品

解説を実施できない状況にあったので、動画を作成した。

館蔵品展の動画は、即興で話しながらカメラで撮影したも

のである。企画展の動画は伊藤滋氏を講師とし、かすがい

市民文化財団協力のもと作成した。 

   水谷委員  ・大変わかりやすくてよい。列品解説の動画などは解説に足

を運べなかった人にも楽しんでもらえるので、これからも

作成していくとよい。 

 

⑵ 令和４年度事業計画について 

   令和４年度事業計画について説明した。次のような質疑応答・意見があっ

た。 

 

中村委員  ・伝統的な道風に関係するものを中心に書をすすめるなかで、

前衛書を取り上げる理由は。 

・比田井南谷の展覧会を開催することとなったきっかけは何

か。 



・書のまち春日井の道風記念館が比田井南谷の展覧会を開催

することの利点は何か。 

・道風は新しい書を創造したが、非文字性まで追求していな

い。前衛書と小野道風との関連性は何か。 

鈴川主査  ・平成 26 年度に特別展「比田井天来の書」を開催したが、そ

のときの協力者と良好な関係を築けている。その交流のな

かから、話をいただいたのが契機である。 

・様々な書芸術を紹介する書の美術館だと示すことができる

ことが利点と考える。 

   後藤委員  ・前衛書も書の分野であるから、私は構わないと思う。 

   鈴川主査  ・道風記念館では、これからも色々な書の作品を紹介してい

きたいと考えている。 

 ・比田井南谷は古典臨書を根底としながら非文字の書を書い

た。前衛書の先駆者であり、書を海外に紹介した功労者で

もある。比田井南谷の書を紹介することで、書とはどうい

う芸術なのかを考えるきっかけとなり、意義深い展覧会と

成り得る。 

水谷委員  ・他の美術館・博物館と連携して展覧会を開催するとよいと

考えるが、そのような予定はあるか。 

鈴川主査  ・数年前に何度か開催したことはある。この先、再び協力し

て開催することも視野に入れていたが、新型コロナウイル

ス感染拡大に伴い、困難となった。しかし、今後も他館と

連携した企画ができる機会がつくれるとよいと考えてい

る。 

      

 ⑶ その他 

倉知館長  ・令和５年度の予定について。令和５年 10 月に、文化フォー

ラム春日井視聴覚ホールを会場とし、書学書道史学会の大

会が開催されることとなった。道風記念館としても特別展

の会期をあわせるなどの協力を考えている。 

 

 

 

以上のとおり春日井市道風記念館運営協議会の議事の経過及びその結果

を明確にするために、この議事要旨を作成し会長及び出席委員１名が署名す

る。 



 

 令和４年７月７日 

 

 

                 会 長  中 村  強 

 

 

                 委 員  安 達 健 治 

 

 

 

 

 

 

 


